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聞くことが苦手なんだ

Aさ んは小学校 4年 生です。先生の話は前を向いて聞いているのですが、話が

終わるとす ぐに 「えつ ?先 生何をするの ?」 「先生わか りません。」「先生 もう1

回言つてください。」などす ぐに聞きにきます。

また、必要な物をいくつか出すように指示 した時は、まわ りをキョロキョロ見

ながらしています。

廊下や運動場から声や音が聞こえてくると先生の話を聞きにくそ うにしていま

す。Aさ んは、聞こうとしているのに聞くことに苦労 していることがわか りま し

た。

このように聞くことに苦労 している子 どもがいます。

・いくつかの指示を一
度に言われると、党えておくことができず、す ぐに忘れて

しま う。

・教室の外から入つてくる音や声が気になる。

・音を聞き分けることに苦労 して しま う。 (例 :ラ行 とダ行を聞き分けることが

難 しい。)

・話を聞いているけれ ども理角牢することに苦労 して しま う。

これ らの 「子 どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」を考えると次のペー

ジのようにな ります。
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子 どもの様子 考えられる要因 支援の手立て

い くつかの指示を

一度に言われ ると、

覚えてお くことがで

きず、す ぐに忘れて

しま う。

聞いて少 しの間記憶

してお くことが苦手

である。

・必要な情報 を短いことばで端的に伝 え

る。            `

・具体物 を示 した り、黒板に書 くな ど目

で見てわか りやすい支援を行 う。

教室の外か ら入つ

て くる音や声が気 に

なる。

・必要な話 とそ うでな

い音な どを区別 しに

くい。

(刺激 を選択す るこ

とが難 しい。)

・座席を前にす るな どの工夫を行 う。

・興味を引きつけてか ら話をす る。

・注 目しやすいよ うに図や絵 な どを利用

し、見てわかる教材等 を取 り入れ る。

音を聞き分けるこ

とに苦 労 して しま

う。

・正 しい発音を聞かせ る。

・文字 当てごつこ、ことば集 めな ど興味

を持 つて聞きたい と思えるゲームな ど

を設定す る。

・教室全体が聞きやす くなるよ うな環境

をつ くる。

音 として聞 こえてい

るのだけれ ども似た

音を聞き分けること

がヨ弓い。

話 を聞いているけ

れ ども理角年す ること

に苦労 して しま う。

聞いただけではイメ

ージできにくい。

聞いて理解す る力が

弱い。

・ていねいなことばかけを行 う。

。ことばの意味を図や絵 を使 って説明す

る。

・興味を引き出す課題の工夫を行 う。
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2 う まく話せないんだ

小学校 1年 生のBさ んは自分の思いや経験 したことを伝えたいとい う思いがあ

り、先生や友だちに積極的に話 しかけます。 しかし、突然に話 しかけた り、話が

断片的で順序だてて話すことができません。そのため、話 しかけられた人には何

の話か理解できません。担任の先生は、よくわからない話に対 してあいづちを打

つことができず、「えっ何 ?」 「もう
一回言つて。」 と、聞き返す ことが多くな り

がちです。 Bさ 六ノは何度も聞き返 されるので、怒って黙 り込んで しま うことがあ

ります。友だちからは、「Bさ ん、何言ってんのかわからへん。」 と言われ、みん

ながわかってくれないことを気にするようにな り、話を途中でやめて しま うこと

もあります。

このように話すことに苦労 している子 どもがいます。

・適切な応答ができない。話が断片的で順序立てて話すことができない。

・話の中でことばにつまずき 「あの・・・・」「えつと……」などのことばがよく出

る。

・楽しく話をするが、思いつくままに話をし、話題がどんどんそれてしまう。

・含みのあることば、嫌みや冗談を言われてもわからず、ことばどおりに受け止

めてしまうため、ことばのやりとりがうまくできない。

これらの 「子どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」を考えると次のペー

ジのようになります。
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支援の手立て子どもの様子 考えられる要因

・話のポイン トを要約 して伝 える。

・実物や実際の動作、写真や絵な ど視覚

的補助 を使い、ことば と結びつける。

・言いたいことを 5WlHに 整理 し、会

話 をパ ター ンで練習す る。

適切な応答ができ

ない。

話が断片的で順序

立てて話す ことがで

きない。

。ことばの意味が理解

できない。

・ことばの記憶ができ

ない。

・語彙力が乏 しい。

。ことばの想起力が弱

い 。

話の中でことばに

つまず き、「あの中

・・」 「えつ と・…・」

などのことばがよく

出る。

語彙力が乏 しい。

ことばの想起力が弱

い 。

・正 しいことばで話 しかける。

・教師の話を復唱 させた りして文を意識

させ る。

・話のキー ワー ドを示 し、話す練習 をす

る。

楽 し く話 をす る

が、思いつ くままに

話 を し、話題 が どん

どんそれて しま う。

・会話のルールがわか

らない。

・注意がそれる。

・聞き手 と話 し手で交互に話す練習をす

る。

・同じ話題について話す練習をする。

・注意喚起を促す。

絵や こ とばを使 った具体 的 な説 明 か

ら、場面や相手 との関係 に気付かせ適

切 な会話を伝 えてい く。

含 み の あ る こ と

ば、嫌みや冗談を言

われてもわからず、

こと|ゴどお りに受け

止めてしまうため、

ことばのや りとりが

うまくできない。

比喩表現や4買用句の

意味がわか らない。

ことばの ウラの意味

がわか らない。
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3 読 むことが苦手なんだ

Cさ んは小学校 2年 生です。 国 語の教科書を読んでいるときに、 どこを読ん

でいるかわからなくなつてしまい、読むのを止めて しまいます。また字を抜か し

た り、文の語尾を勝手に読み替えた り、行を飛ばした りすることもあります9-

人ずつの本読みでは、自信なさそ うに下を向いて、暗い表情になつて しまいます。

担任が間違いを指摘 した り、正 しい読み方を教えようとして声をかけると、机に

伏 して しまい、読もうとしないこともあります。

このように読むことに苦労 している子 どもがいます。

文字は読めるが、行や文字を飛ばす。助詞や文末を読み間違えるG

形のよく似た文字を読み間違 う。(ひらがなでは 「さ」と 「き」、「め」と 「ぬ」

など、漢字では 「目と日」、「氷 と永」など、アルファベ ッ トでは 「pと q」、「b

とd」 などよく似た文字を間違 う。)

文字をひとつひ とつ読む。 (ひろい読み)

・文章の内容が理解できない。(内容について、「なぜ、どうして」と理由を問わ

れると答えられない。)

これらの 「子どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」を考えると次のペー

ジのようになります。
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子どもの様子 考えられる要因 支援の手立て

文字は読めるが、

行や文字を飛ばす。

助詞や文末を読み間

違える。

文字を目で追えない。

ことばをまとま りとし

てとらえられない。

注意力が弱い。

・定規 を当てる。

・文字 を指で押 さえる。

・行間を広げる。

・1行 だけ見えるよ うに他 を隠 して読

む ③

・文字 を拡大す る。

・読み間違 う語 をひ とま とま りに して

提示す る。

形のよく似た文字

を読み間違 う。

・文字の形が正 しく捉え

られない。 (弁別が弱

い 。 )

・細かい部分まで注意が

向けられない。

文字の形の違いに気付かせる。

似ている文字の違いに気付かせる。

読み間違 うところに印をつけ、意識

させる。

文字 をひ とつひ と

つ読む。 (ひろい読

み)

・文字 と音を結びつける

ことが弱い。

・語 としてまとめられな

い。 (語彙が乏 しい。)

・絵 をつかい、文字 を語 に して意味 と

結びつける。

・フラッシュカー ドでキー ワー ドを提

示す る。 (語彙力を増やす。)

文章の内容が理解

できない。

・聞いて少 しの間、記憶

してお くことが苦手で

ある。

・文字 を読むのに注意が

向いて しまい、意味理

解 に注意がいかない。

・文の構造がわか りにく

い 。

・大事なことを押 さえた教師の範読。
・挿絵や図を使い、イメージ化を図る。

・区切 りごとに意味を確かめる①

・注目する部分にラインを引く。
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4 う まく書けないんだ

Dさ んは、小学校 2年 生です。家ではとても元気な子で、生活の中で困ること

はあ りません。幼稚園の時は、どちらかとい うとしつか りもののDさ んで した。

しかし、小学校に入学 し、教科の学習が始まるようになると、元気がなくなっ

てきま した。ひ らがなはなんとか覚えたのですが、「きょうりゅう」を 「きゃ り

ゅ」や 「きゅうりゅ」 と書いてしまいます。また、「きゅうり」は 「きょうり」、
「きゃらめる」は 「きゅらめる」になって しまいました。

なんとなく 「このような文字」 とい うことはわかつているのですが、正確に書

くことができません。「にゅ」「みゃ」のように書 くことが少ない文字については、
「みゅ?」 「にゃ ?」 と聞き返すことも多 く、またなかなか文字が思い出せない

ようです。
「つまる音」や 「ね じれた音」のような特殊音節の表記になったとたんに、 う

まく書けなくなって しまいました。

このように書 くことに苦労 している子 どもがいます。

・拗音や促音などの特殊音節を間違って書 く。

漢字の細かい部分を書き間違える。よく似た漢字を書くのだが、どこか抜けて
いたり、間違っていたりする。

・鏡文字 (左右が反転した文字)に なつてしまう。

・教科書の文や黒板の板書をノー トに書き写すことが難しい。

これらの 「子どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」を考えると次のペー

ジのようになります。
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拗音や促音などの

特殊音節を間違って

書く。

・音 と文字 とのマ ッチングを図る。

・カー ドを使 って文字の合成分解 をす

る。

・カー ドでことばを並べた り、動作化

す ることで音を具体的に表す。

音の聞き分けが弱い。

文字の表す音 と文字が

結びつきにくい。

音の合成分解ができに

くい。

漢字の細かい部分

を書き間違 える。 よ

く似た漢字を書 くの

だが、 ど こか抜 けて

いた り、間違 ってい

た りす る。

・文字の構成 をつかむ こ

とが苦手。

・物の形を とらえた り記

憶することが苦手。

・不注意

・基本的な形の漢字や部首の意味を伝

える。

・へん とつ くりの組み合わせで覚 えさ

せ る。

・合成部分を色分 け して示す。

・漢字を分解 し、語 呂合わせな ど聴覚

を利用 して覚える。

例 :育 (なべ書いてム月)

首 (ソー ノロ)な ど

鏡文字 (左右が反

転 した文字)に なつ

てしま う。

・位置関係 の とらえ方が

弱い。

・形 を見 分 け る力 が弱

い 。

・基本的 な形 の漢 字や部 首 を覚 え さ

せ、へん とつ くりの合成の位置関係

を伝 える。

・書き順の基本的な決 ま りを伝 える。

・文字の正誤の弁別練習をす る。

教科書の文や黒板

の板書 をノー トに書

き写 す こ とが難 し

い。

・位置関係をとらえるの

が55い。

・目と手の協応運動が弱

い c

・物の形 を とらえた り記

憶することが苦手。

・文章を声に出して読みながら書く。

。今書いている行だけが見えるように

する。

・黒板の文章 と同じ手本を手元におい

て書く。
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5 計 算が苦手なんだ

Eさ んは小学校 3年 生です。運動は得意で、遊びの リーダーです。休み時間に

なるとみんなをさそつて外へ遊びに行きます。

こんな元気なEさ んですが、算数の時間はどうも苦手です。かけ算の九九は覚

えたのですが、ひき算がなかなかできません。特にくり下が りのあるひき算が暗

算でできないのです。 「14-8」 の答えがす ぐに出てこないために、計算に対

して苦手意識をもつています。計算を見ると 「こんなんいやや。」 と思つて しま

います。

このように計算で苦労している子どもがいます。

・くり上がりやくり下がりの計算が暗算でできない。

・筆算になると、桁がずれて間違ってしまう。

・「にひゃくはち」と聞いて 「2008」 と書いてしまう。

理解が難しい。)

。かけ算の九九が覚えられない。

これらの 「子どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」

ジのようになります。

(数の意味や表 し方の

を考えると次のペー

た
い?ギ・′θθ3 J

イふ

声浅谷

rて
′やてさ

,1
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子どもの様子 考えられる要因 支援の手立て

くり上が りや くり

下がりの計算が暗算

でできない。

・繰 り上がった数が覚

えられない。

・10の 合成分解がで

きない。

・十進法が理解できな

い 。

・具体物 を操作 しなが ら計算のや り方を

言語化す る。

・補助記号を使 う。

・フラッシュカー ドな どで習熟を図 る。

筆算になると、桁

がずれて間違ってし

ま う。

・位置関係の とらえか

たが弱い。

・見えるものを正確 に

とらえる力が弱い。

・不注意

数字が見やすいように大きいマスのノ

ー トやプリン トを使 う。

マスロや枠などをひく。

問題の量を調整 し、集中しやす くする。

「にひゃくはち」

と聞いて「2008」

と書いてしまう。

・位取 り記教法の理解

がヨ5い。

・数の意味や表 し方の

理解が難 しい。

・位取 りのマスを利用す る。

・「にひゃ くはち」 と聞いて、具体物 を

操作す る→位取 りのマスに入れ る→マ

スに数字を入れ る。

かけ算の九九が覚

えられない。

。一度覚えても、す ぐ

忘れてしま う。

・「いち」、「しJ、「しち」

が聞いただけでは区

別 しにくい。

九九の唱え方を書いた一
覧表を作 り、

見ることで正確な九九を党えさせる。
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6 文 章題が苦手なんだ

Fさ んは小学校 3年 生です。お話をするのは得意でよく発表 もします。
一つ一

つの計算も正確にします。けれ ども、算数の文章題を解 くのは大変苦手です。「ク

ラスでれんげをつみにいきました。教室にかえつて 8つ の花びんに分けると、ど

の花びんも6本 ずつにな りました。れんげを何本つんできたので しょう。」 とい

う問題を考える時も上手に読めるのですが、どう解いたらよいかわか りません。

とうとう最後は、問題に書いてある数字を適当につかつて 「8+6=14」 と立

式 して しま うので正角客にな りません。

間違いが続 くので、だんだん算数が嫌いになつてしまいま した。

このように推論することに苦労している子 どもがいます。

文章題がわか りにくい。

図形問題がわか りにくい。

。大きい小さい、多い少ないがわかりにくい。

・単位を理解することが難しい。

これらの 「子どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」を考えると次のペー

ジのようになります。
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子どもの様子 考えられる要因 支援の手立て

文章題 がわか りに

い 。

・文章を読んで意味を正確

に捉 えることが難 しい。

(数どうしの関係がイメ

ージしに くい。)

。前の部分の内容を保持 し

なが ら読み進 めてい くこ

とが難 しい。

・数が大き くなると何を問

われているかがわか りに

くい。

・記憶に残 りやす くす るために絵や

図にかいて文章の大切な ところを

整理す る。

・内容を捉 えやす くす るために問題

文を少 しずつ区切 る。

・要点やキーになることばに印をつ

ける。

・数字 を簡単な ものに置き換 えて関

係性 を捉 える。

図形問題がわか り

にくい。

・物の形の見分けがつきに

くい。

・方ド司がた)か リヤこくい。

・必要な線や形を見分ける

ことが難 しい。

・形 と名前や特徴が党えら

れない。

・視覚的なゲームな ど興味のある物

を使 つて図形 に対す る感覚を育て

る。

・立体な ど実際の物や具体物 を使っ

て量的な感覚 をつかむ。

・必要な線 と形 を色分け して注 目す

る④

大きい小さい、多

い少ないがわかりに

くい。

具体物 を補助 に使つて実際に操作

しなが ら比べ る。 (最初 は大 き く

違いがわかる設定にす る。)

大小、多少の概念が捉え

にくい①

単位を理解するこ

とが難 しい。

「kg」「g」、「cm」「IBIll」など

の単位が何を示 している

かわからない。

(単位間の関係がわかり

に くい。 単位換算 が弱

い。)

・単位の仕組みが十進法になつてい

ることに気付かせ る。

・「kg」「cm」「lll l l l」な どの 「k、c、m」は単

位間の関係 を示 していることを知

る。

・具体物 を計つた りす ることで実際

の感覚 をつかむ。
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7 ま わりが気になつて集中できないんだ

Gさ んは小学校 1年 生です。小学校の生活や学習は目新 しく楽 しいようで、何

に対 しても興味いっぱいです。

何かおもしろそ うな教材を見ると、「何だろう。」 と気になって仕方がありませ

ん。説明の声は届いていないようです。あとになつて 「どうするの ?」 と聞きに

行 くことになります。

また、プールから 「ヒ
°―」 とい う笛の音が聞こえてくると気になつて仕方あり

ません。おちおち椅子に座っていることができず、椅子の上に立ってプールの方

を見ています。先生が注意するのですが、注意 されている時に 「ピー
」と音がす

ると、またプールが気にな り、見て しまいます。

このように集中するのに苦労している子どもがいます。

見たものや耳から入つてくる音が気になって集中することができない。

理角字はできるのだが、間違い (ケアレスミス)カミ多い。

・忘れ物が多い。物をよくなくして しま う。 どこに置いたのかわからない。整理

整頓ができない。

・作業や課題を最後まで仕上げることができない。 とりかか りが遅い。

これ らの 「子 どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」を考えると次のペー

ジのようにな ります。

斌
H

オ
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子 どもの様子 考えられる要因 支援の手立て

見たものや耳から

入つてくる音が気に

なつて集中すること

ができない。

・見えるものや聞こえ

るものを整理するこ

とができない。

・入つてきた情報をう

まく処理できない。

座席 を工夫 した り、不必要な刺激が入

りにくいよ うに環境を整備す る。

興味を引きつけてか ら話をする。

理解はできるのだ

が、間違い (ケアレ

スミス)が 多い。

集 中の持続が短い。

細部にまで気 を配 る

ことができない。

(注意力が弱い)

・マークをつけた り、色分けするなど細

音Fj lこ注 目できるようにする。

・問題量を調節 しながら、集中できる量

を探る。

・終わ りを提示することで集中できる時

間を作る。

忘れ物が多い。物

をよくな くして しま

う。 どこに置いたの

かわか らない。整理

整頓ができない。

・よく似た物の形や特

徴が しっか りつかめ

ていない。

・ひ とつの作業に集 中

して取 り組 めない。

・必要なものを表 に して貼 るな ど、視覚

的なものを手がか りに しなが ら準備す

る。

・「どこに何 を置 くのか」な どが見てわ

かるよ うにす る。(ラベルを貼 るな ど)

・よく似たものな どはマークや シールな

どで区別す る。

作業や課題 を最後

まで仕上げることが

できない。 とりかか

りが遅い。

・クト音Bからの刺激 に反

応 して しま う。

・見 通 しが持 ち に く

い 。

・達成することが可能な作業量や内容に

する。

・意欲的に取 り組みやすい教材 (わかり

やす く、見やすい教材など)を 利用す

る。

・課題や作業は小 さなまとまりにし、終

わりを提示 し、見通 しが持ちやすいよ

うにする。
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8 わ かつてるんだけど落ち着けないんだ

Hさ んは中学生です。 どの学習もよく理解 しているのですが、授業中に席を立

つことがたびたびあ ります。先生に注意 されると一旦席にもどりますが、しばら

くすると立ってしまいます。

席に着いている時は、えんぴつや消 しゴムで遊んでいますc

また、両手を組んで背伸びをしてみた り、体をわけもなく動かしている姿も見

られます。素足がント地よいらしく靴を脱いでいることがありますc立 ち歩 くこと

など、してはいけないとわかっているようですが、行動を止めることがなかなか

できにくい様子が見 られます。

このように落ち着 くことに苦労 している子 どもがいますc

立ち歩いた り、手遊びをする。わけもなく体を動かしている。

授業中でも走 り回つた り、高いところに登つた りする。

・授業中でもかまわず しゃべって しまい、止めることができないc

・見た り、聞いた りした物に興味を引かれ、す ぐに席を立ってしまう。

これ らの 「子 どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」を考えると次のペー

ジのようにな ります。
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子 どもの様子 考えられる要因 支援の手立て

立ち歩いた り、手

遊びをす る。わけも

な く体 を動か してい

る。

・授業が始まる前に、授業中

何をするか見通 しを伝える。

・休み時間等に充分体を動か

Ⅲ。

・授業中 (板書消 し等)に 離

席 してもよい設定をする。

。してはいけないことはわかつ

ているのに抑えることができ

ない。

(抑制機能の弱さ)

・体を目覚めさせるために自ら

刺激を求めて動いてしま う。授業中でも走 り回

つたり、高いところ

に登つた りする。

・授業が始まる前に授業中何

をするか見通 しを伝える。

・してはいけないことを目で

見てもわかるように示 して

お く。

授業中でもかまわ

ず しゃべ って しま

い、止めることがで

きない。

。しゃべつてはいけなくことは

わかつているのに、 しゃべ り

だす と抑えることができない。

・脳 を目覚めさせ るためにしゃ

べつてしま う。

・授業中でのルールを伝える。

・時には受けとめることをし

なが ら、いつなら話をして

いいか伝える。

(具体的に時間を示 したり、

何が終わつた ら出来るのか

を示す。)

見た り、聞いたり

した物に興味を引か

れ、す ぐに席を立っ

てしま う。

目か ら入つてきた刺激や耳か

ら入つてきた刺激 を遮断す る

ことが難 しい。

・座席や教室などを工夫 して、

刺激となるものを整理する。

・注意喚起を机間指導等で行

い、課題 に注意を向ける支

援を行 う。
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9 衝 動的に動いてしまうんだ

小学校 1年 生の Iさ んは、とても元気で毎 日張 り切つて学校に登校 しています。

朝の会では先生がいつもお話をしてくれます。今 日も先生がお話を始めました。
「みんな元気ですか。昨日は、」「あんな、昨 日①①でおもちゃ買つてもらつた。

ブロックで車作った。それから…」「Iさ んちょつと待つて、先生が今お話 をし

ているからね。皆 さん、昨日は子 ども、」「子 どもの 日やろ。知つてる知つてる。

ドラえもんを見た。それで…」 と、先生の話が終わらない うちにす ぐ話 し出して

しま うIさ んです。

担任の先生は、そのたび話が中断 されるので 「今、先生が話 しているで しょう。

あとで聞かせてね。」 と、 Iさ んを注意 します。国語や算数などの勉強でも、先

生の話や質問の途中にす ぐ話 しかけてしまい、何度も注意を受けます。

このように衝動的な様子が見られる子 どもがいます。

・話が終わらない うちに出し抜けに答えてしま う。

・他の人がしていることの邪魔をする。

・順番が守れない。

・我慢できず、かんしゃくを起こしてしま う。

これ らの 「子 どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」を考えると次のペー

ジのようになります①

rち/▲!馳
t 先

・

どヽ
ワ
d
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●
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子どもの様子 考えられる要因 支援の手立て

話が終わらない う

ちに出し抜けに答え

てしまう。

・感情のコン トロール

ができない。

・学習スキルが身に付

いていない。

・話 したい気持 ちを受 け止め、後で話す

ことを伝 える。

・話 したいことがあつて も自分で数 を教

えた りして、はや る気持ちを抑 える。

・発言のルールを決 める。

・発言カー ドで発言回数 をコン トロール

す る。

他の人がしている

ことを邪魔する。

・感情のコン トロール

ができない。

・自分のやっているこ

とから気がそれて し

ま う。

・危険な場合は制止 し、安全を確保する。

・言いたい時や、したい時は合図をする

ように伝える。

・見通 しを持たせ、待つことを教える。

・視覚的に順番が見えるな ど列に並んで

待つための工夫をす る。

・待つ ことができた ら誉め、少 しずつ時

間の延長 を図る。

・順番がわかるよ うに伝 える。

順番が守れない。 ・感情のコン トロール

ができない。

・夢中になると順番を

守ることを忘れる。

我慢できず、かん

しゃ くを起 こして し

ま う。

・感情の コン トロール

ができない。

・自分が周囲か らどう

見 られているかわか

らない。

・危険な場合 は制止 し、安全 を確保す る。

・困つた時は周囲の助 けを呼ぶ、その場

か ら離れ る等を教 える。

・行動の選択 を示 し、本人に選ばせ る。

・状況を振 り返 り、や り方をことばで示

す。
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10 人 との関係がうまくいかないんだ

Jさ んは中学生です。班で歴史新聞作 りの内容を話 し合っていた時のことです。
「何時代を選ぶか」で友だち同士が言い合いになり、けんかになりま した。他の

子は、はらはらして止めに入ろうとしています。

その時 」さんは 「安土桃山時代がいい と思います。」 と目の前のけんかが 目に

入つていない様子です。他の子から 「何言つてるの 1けんか してはるやろ !」 と

きつい口調で注意 されたのですが、「じゃあ、平安時代でもいいです。」 と返事 し

ました。

このようなことが時々あり、 Jさ んは、自分勝手で思いや りがないと誤解 され

て しま うことがよくあ ります。

Jさ んは思いや りがないのではなく、友だちの表情や場面の理解ができにくい

のです。

このように自分と他者との関係がわかりにくいことで苦労している子どもがいま

す。

・相手の表情や口調が読みとりにくい。

・場面の状況の理解が難しい。

・あいさつ、お礼等が うまく言えない。人への接 し方がわからない。

・まわ りの人が言わないことも、配慮なしに言つてしま う。

これ らの 「子 どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」を考えると次のペー

ジのようにな ります。

″
″
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子どもの様子 考えられる要因 支援の手立て

相手の表情や 口調

が読みとりにくい。

他者の感情がわかりに

くい。

表情や視線、身振 り手振 りな どの意

味を実際に示 しなが ら伝 える。

絵や簡単なお話を使つて表情につい

て説 明す る。

場面の状況の理解

が難 しい。

今、 目の前で何が起 こ

つているかが見ている

だけでは読み とリヤこく

い。

・絵や写真な ど視覚的な題材等を使 つ

て、場面の説明をす る。

・実際に身近な出来事を設定 し、体験

しなが ら場 面 の状況 につ いて考 え

る。

あいさつ、お礼等

が うまく言えない。

人への接 し方がわか

らない。

・あいさつ、お礼の意味

等社会的に必要なこと

がオ9か りにく↓ヽ。

・友だちとどう接 したら

いいかわからない。

・人 (友だち)を 必要 と

していない。

・どうい う時にあい さつ等 をす るかを

伝 える。 (ことばに視覚的情報 も添

えて行 う等わか りやすい方法で伝 え

る。)

・望ま しい行動 について、絵な ど視覚

的な支援 とともに伝 える。

・どんな話 し方 をすればよいか具体的

に練習す る。

まわ りの人が言わ

ないことも、配慮な

しに言つて しま う。

・暗黙のルールがわか り

ヤこくい。

。このことを言つたら、

相手がいやな気持ちに

なることがわか りにく

い 。

わざと言つているのではないことを

理解 し、相手がいやな気持ちになる

ことは言つてはいけないことを伝え

る。

(視覚的に説明を入れるなどわかり

やすい方法で伝える。)
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11 コミュニケーションがうまくとれないんだ

Kさ んは小学校 4年 生です。 自分の大好きな電車のことになると、とてもよく

話 します。 「あのね、新幹線のO① O系 統はね、…・」とアナウンサーが話すよう

な標準語でペラペラと話 します。相手が聞いていなくても、関係ないようです。

聞いているMさ んは困つたような、もう聞きたくないような様子です。 しか し、

Mさ んのそんな様子には気付きません。いつまでも話 しています。Mさ んが違 う

話をしても、その話題について話すのではなく、また大好きな電車の話にな りま

す。Mさ んはKさ んと話 しをするのがおもしろくなくなつて しまいました。

このようにコミュニケーションをとることに苦労している子どもがいます。

・話したいこと (自分が興味ある話)を 相手の興味に関係なく、一方的に話す。

・含みのあることばや嫌みを言われてもわからず、ことばどおりに受け止めてし

まうことがある。

・よく話すが、相手の話を理角年していない。

・質問に適切に答えることができない。

これらの 「子どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」を考えると次のペー

ジのようになります。
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子 どもの様子 考えられる要因 支援の手立て

話 したいこと (自

分が興味ある話)を

相手の興味に関係な

く、一方的に話す。

・コミューケーシ ョンの

仕方がわか らない。

・相手の表情や全体の雰

囲気 を読み とることが

苦手。

・相手 と共感 関係が うま

く作れない。

・聞き手と話 し手の役割交代をする。

(興味ある話題を使って、質問 した

りしながら、相手 との会話のや りと

りの経験を増やす。)

・話 し合 うルールを伝えて、実際のや

りとりにつなげる。

・表情の意味や理由を説明する。

含みのあることば

や嫌みを言われても

わからず、ことばど

お りに受け止めてし

まうことがある。

・言外の意味や慣用句、

皮肉、ほのめか しな ど

ことばの裏の意味を読

む ことが吉手。

・曖味な言い方がわか り

に くい。

・相手の表情や全体の雰

囲気 を読み とることが

苦手。

・抽象的な言い方 を しないで、 「どう

すればいいのか」 を具体的な行動で

伝 える。

・伝 えたいことはわか りやす く端的に

視覚的手がか りを使 つて話す。

・慣用句な どについては、実際の場面

を使 つてその意味を伝える。

よく話すが、相手

の話を理解 していな

い。

聞いて理解することが

うまくできない。

必要な情報や伝 えたい ことは視覚的

手がか りや身振 り手振 りを使 って、

わか りやす く、簡潔 に提示す る。

質問に適切に答え

ることができない。

・聞いて理角牢することカミ

うまくできない。

・相手の表情や全体の雰

囲気を読み とることが

吉手。

・聞きたいことを視覚的手がかりなど

を使つてわか りやすく、簡潔に伝え

る。

。「何を聞かれているのか」の要点を

伝え、どう答えたらいいのかを実際

の場面を使いながら伝える。
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12 な にか気になつてしかたがないんだ

小学校 1年 生のLさ んは小 さい頃から水が大好きな子 どもで した。小学校に入

学 したあとも、水に夢中になつている状況が見 られます。給食時間に手を洗いに

行つたきり教室に戻つてこないことがあります。

担任の先生が見に行 くと、水道の水をジャージャー出してジッと見ています。

時々水の流れに手を入れて、指の間から流れる水を見ています。 「Lさ ん、もう

いただきますをするよ。」 と、先生が声をかけてもやめることができず、給食時

間に遅れて しまいます。

掃除時間にぞ うきんを洗いに行ったら戻つてきません。図工時間に絵の具の水

を入れに行ったら、またそこで遊んで しま うLさ んです。

このようにこだわ りの様子が見られる子 どもがいます。

特定の遊びを長時間する。

時間の変更ができない。

・空想の世界で一人遊びをする。

・す ぐ上靴をぬぎ裸足になる。ls~食がある。

これ らの 「子 どもの様子」「考えられる要因」「支援の手立て」を考えると次のペー

ジのようにな ります。

ダ 緑
~
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子 どもの様子 考えられる要因 支援の手立て

特定の遊びを長時

間す る。

。自己コン トロールが

弱い。

・特定の ものに強い関

心がある。

・こだわることは認めるが、場所や時間

を決め、その中でおこなつていいかど

うか区別できるようにする。

・事前にこだわる内容のルールを約束 し

ておく。

・や りとりの中で、こだわ りを切 り替え

るや りかたを伝える。

時間の変更ができ

ない。

・自己コン トロールが

55い。

・変更が受け入れ られ

ない。

やむを得ない変更は、わか りやすい方

法で伝 える。

(ことばだけでな く、カー ドに書 くな

ど視覚的に提示 し説明す る。)

活動に見通 しが持てるよ うにす る。

空想 の世界で一人

遊びをす る。

周囲の状況 と関係 な

く、 自分の好きなこ

とや興味のあるもの

をイメージ して しま

う。

・興味を受け止めなが ら、や りとりをす

る。

・注意喚起 し、 「今 は何 をす る ときか」

を促 し、少 しずつ現実に引きもどす。

す ぐ上靴をぬぎ裸

足になる。

偏食がある。

感覚過敏がある。 ・感覚過敏があることを理解 し、認める。
・感覚過敏がない子と同じ基準で見ず、

柔軟に対応する。
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不器用け子どもへの配鷹こ支援

第 1部の各項で紹介した子どもの中には、身体のぎこちなさがあつたり、極端に手指が不器

用な子どもがいます。

この子 どもたちは、すべきことは分かつているのですが、思つたとお り体や手指などをコン

トロールすることが難 しいのです。

例

この子 どもたちは、教師がしっかり様子を見て理解 していないと誤解されてしまいます。

教師から 「はやく写 しなさい。」「どうしてノー トをやぶつてしまうの。」「先生の話を聞いて

いないからちゃんと彫れないんだよ。」「友だちのやっているのを見たらできるでしょ。」「線に

合わせて切ったらいいだけでしょ。」などと言われて、自信を失ってしまうケースがあります。

粗大運動や微細運動がうまくいかずに苦労していることをなかなか理解 してもらえず、怠けた

り、いい加減にしていると思われてしまうのです。

このような対応をしていると、「先生はわかつてくれない。どうせ練習をしても下手だから。」

「どうせ 『遅い』と叱られるから、やつても無駄だ。」という気持ちになつてしまいます。

不器用な子に対しては、本人が一番苦労していることを理解するとともに、その特性に応 じ

た体全体への働きかけや手指のいろいろな感覚を体験的に学ぶ支援をすることが老、要です。

また、不器用な子 どもに対 してだけではなくすべての子 どもへの支援の際に最 も大切なこと

は、自信 と意欲を育てるために、少 しの変化を認めて誉める (プラスの評価 をする)こ とです。

「自分でできた」 とい う満足感や達成感が持てるような支援を行い、「自己有能感」を育てる

ことが大切です。

誉めるときには、他の子 と比べて誉めるのではなく、その子 自身が どれ くらい変容 したかに

目を向けて誉めること、結果ばか りではなくプロセスや努力 している点を見つけて誉めること 1

朋 要です。 また、子 ども自身 も 陶 ま曳 」 猟 えるような誉妨 を したいものです。そ
や

のよ うな誉め方をするためには、その子の立場に立ってその子の困難 を理解 し、その子の変化 ヽ

をプラス思考でしっかりととらえることが必要です。                   t
どんな子どもに対しても言えることですが、特にLD、 ADHD、 高機能自閉症の子どもや R

著しく瑞 用符 ど割 こ対しく 酪 と 吐 くでき私 い が つたからでき私 鴨 信を
や

持つてしなさい③」と励ますだけでは効果がないばかりか、「自己有能感」を育てることにはつ i

告

″ぶ

我

・黒板の文字をノー トに写す とき、形が うまくとれずに時間がかか り、最後まで写す こと

ができない。

・消 しゴムの使い方が下手で、強 く消 し過ぎて しまい、ノー トがやぶれて しま う。

・彫刻刀を使って思 うように彫ることができず、時間がかかつて しま う。

・スキップやなわとびなど、小学校の中学年になつても思 うようにできない。

・はさみなどを使つて紙を うまく切ることが出来ない。

なが らないので気をつけたいものです。
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特に行動上の問題が見られるここの対応

「
/再
晶 系ぢ面!卒

/再
石T稀孟軍&′だ当覇登τ軽 ぢir晶墨名輯督協 審憲

/眠1教室を飛び出してしまう」1他の子どもに手を出してしまう
:晶密景暑讐暑暑よ暑ξ丹督誉|担任にとつてさし迫った課題 となります。また、児童生徒 自身|

れやす くな り、時間がたつほどス トレスをためていきます。特|

動がみ られる場合は緊急な対応が必要 とな ります。

本人が理解でき、励みになる評価を行いましょう

本人を励まし続けるキ ソンの存在が大切です~  谷
人 ぞ l J J  Eにし 制 lフO f ~′

~`ソ
ノ リ イヤイ主7 J A`ツ Jじ ワ 。

どのような場合 も、担任 と子 どもとの基本的な信頼関係がなければな り

定的な気持ちでいては、行動の改善は難 しく、成果はみ られません。何よ

人を励ま し続けるキーパー ノンになることが大切です。

ません。担任が否

りも、担任等が本

冷静に整理 しましょう
・どのようなときに、どんな動きをするかを観察し、記録 します。 どのように働きかけたら

どうだつたかなど、指導や支援内容との関わりで見ていくことt)大切です。
。なぜそのような動きをするのか要因を考えてみましょう。本人に聞いてみることも有効で

す。

整理 し 仮説を持ちて働きかけてみま しょ

①改善すべき行動、②無視する行動、③良い行動 と 大まかに分けてみて、次のように働

きかけてみましょう。
・①は一貫した方針、厳しい姿勢で対応する。

(①の中で、最優先して取り組みたい改善行動を、本人と話し合って目標にする。なお、

目標は欲張らず、「少し頑張れば達成できるもの」にすることが大切です。)
。②は、気になる行動でも、差し当たつて不都合がなければふれない。少なくとも、本人
へのマイナス評価刺激を避ける。

・③はことさら大きく誉める。

~ 打 ｀A/J｀ 理 月牛 Cご 、 lyJ々 川 t′ ユ イDE+lLHぞ 1丁 し｀不 し よ フ 。

本人のがんば り、達成感を保護者 とも共有 し、共に励まして取 り組むことが大切です。

カー ドやポイン ト表を作成 した り、カ レンダーを活用 した りして、本人が見て成果を確認

できるよ うにすることが特に重要です。

初めの うちは、ごほ うびを 「強化子」 として置 くことも効果的です。大好きなゲームや喜

ぶ ことを 「①①を頑張つた ら～ができる」 と、本人 と話 し合って決めればよいで しょう。そ

して、次第にクラスの他の子 どもたちと同 じ条件で取 り組めるようにしていきま しょう。

保護者との連携や特別な学校体制について~ 1稲
諏 こ υノズ≧fz和 打 力J/よ =声↑質1獅 Jit丸 ｀こ

特別な教育的支援が必要な子どもへの支援にあたつては保護者との連携や校内委員会での

検討による支援が必要ですが、緊急な対応が必要な場合には特に重要です。
いち早く保護者 と連携 し、共通認識の基に要因を分析 して対応方法を考えましょう。

その場合、問題 となる事実を保護者に連絡することは必要ですが、問題事象だけを羅列し

て保護者に伝えても、ましてや教師が困つている行動を保護者の力で何とかしてほしいと求

めても事態は改善しません。それどころか、学校 と保護者 との構を深めることにもなりかね

ません。「子どもの問題事象を子どもや親の責任にはせず、教職員の力を結集 して取 り組む

ことを前提に、保護者 と共に育てる」姿勢で対応することが何よりも大切です。

なお、必要があれば、保護者の了承のもとに担任外の支援を検討 し、他の教員が関わるこ

とも有効です。特に、他の児童生徒に危害が及ぶ場合は、双方の安全確保のために、支援体

制を校内全体で組む必要があります。
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